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1988年	 菅原宣彦　 国際水泳殿堂理事就任 同年常務理事就任　 国際水泳殿堂会長・CEO サムエル・フリーズ
1989年	 �国際水泳殿堂　常務理事会はヨーロッパ、オーストラリア、アジアのいずれかにフランチャイズ

計画を提案、理事会承認　各地域の水泳有力者にアプローチ開始
	 招致活動アジア展開　寺尾 豊・JA代表取締役：国際水泳殿堂選考委員
	 岡田 亘・毎日スポーツ代表取締役　斎藤松次郎・愛知水泳連盟理事長
	 国際水泳殿堂への紹介　菅原宣彦・国際水泳殿堂常務理事、愛知水泳連盟会長
1990年	 国際水泳殿堂・アジア招致　  仮称 国際水泳殿堂・日本設立　会長 菅原宣彦　 全員代表 3,000万円
	 国際水泳殿堂評議員会はフランチャイズ地区をアジアに決定　 条件 日本を国指定
	 アジア・日本 74票　 ヨーロッパ・フランス 58票　 その他 15票

公益財団法人 国際水泳殿堂・アジア誕生の経緯公益財団法人 国際水泳殿堂・アジア誕生の経緯

1992年 6月 1日	 愛知県教育委員会　文部省に対し財団設立申請
1992年 8月19日	 財団法人 愛知国際水泳殿堂・アジア設立許可　愛知県教育委員会・文部省
	 名古屋市に博物館建設要望

1997年 6月14・15日	 国際水泳殿堂入堂式典　国内参加者延べ5,000名　海外80名
	 �入堂式典　名古屋キャッスルホテル　名古屋観光ホテル　レインボープール　ホテルオークラ

	 ～バブル経済崩壊　日本経済大打撃　財団運営寄附金大幅減額～
2013年 9月 1日	 公益財団法人国際水泳殿堂・アジア　申請作業開始
	 ～公益財団法人申請について　舎人会長×菅原理事協議　臨時理事会すべてを菅原理事に一任～
2013年11月11日	 11時11分11秒　電信申請　受理� 修正許可 3回　資料修正

	 ～�9 月 1 日～10月末、内閣府担当官と事前相談 事前協議、申請書類 相談、指導を受け　申請～
	 �　財務資料岡村会計事務所・岡村　書類作成・定款はじめ60項目・菅原　資料プリントサンエイ工業
	 �　事前相談　事前協議　金子内閣府担当官　 9月、10月　担当官との面談11回　　申請書類確認

仮称 国際水泳殿堂・日本は地域、都市の選考に入る
　東京：岡田 亘　　大阪：寺尾 豊　　名古屋・愛知：斎藤松次郎で情報収集　状況分析
＊　水泳関係者　行政　財界　教育協力体制　各都市の状況分析　愛知・名古屋に決定
＊　愛知県＝財団設立申請　名古屋市＝本部　展示物：博物館　建設要望

◀ 1992年国際水泳殿堂　仮称国際水泳殿堂・日本　仮調印
　 アメリカ・フロリダ、フォートローダーデール、マリオットハーバービーチホテル

1997年度 国際水泳殿堂入堂式典　6月14日　於：名古屋キャッスルホテル

国際水泳殿堂入堂式典プログラム・1997国際水泳殿堂特別功労賞受賞・1997 国際水泳殿堂・アジア フロント　・1996



～思い出～　国際水泳殿堂を訪れたみなさん

　長い歴史の国際水泳殿堂、日本人入堂者の約半数がその“最高の栄誉”をフロリ
ダで味あわれたことだろう。
　国際水泳殿堂・アジア設立に役員としてフロリダを訪れた菅原宣彦・名誉首席顧問は
別として、発起人 寺尾 豊 5回、斉藤松次郎 2回、舎人会長ご夫妻 2回、和田克也・
名誉会賓 1回、磯部 正・顧問は、小谷実可子入堂式に参列、舎人会長の特別功労賞
受賞に立ち会った。

本部
会議	 11月9 日	 臨時理事会

	 11月9 日	 新体制移行協議委員会・名古屋

	 12月9 日	 新体制移行協議会・東京

　26年	 1 月	 拡大役員会　26年度　事業計画　収支予算検討会

　26年	 2 月	 理事会　2026年度　事業計画　収支予算　3 月内閣府申請

　26年	 4 月	 役員推薦委員会　6 月評議員改選

　26年	 5 月	 理事会　2025年度　事業報告　収支決算　監査

　26年	 6 月	 評議員会　事業報告　収支決算承認　評議員改選　内閣府

公益財団法人 国際水泳殿堂・アジアの目指すもの

　日本水泳の「普及と啓発」のため、会報の発刊をはじめ　水泳情報を発信
　26年 アジア大会　　27年 世界選手権大会　　28年 ロサンゼルスオリンピックへ

公益財団法人としての 新たなスタート公益財団法人としての 新たなスタート
2014年 3月19日	 公益財団法人 国際水泳殿堂・アジア認可� 府益担第962号　内閣総理大臣

2014年 4月 1日	 法務局登記完了　定款にのっとり公益事業展開

　 …　　 「シンポジウム」の開催　 会報の発刊　 無料水泳教室の開校
2022年	 財団功労者　慰霊祭開催
	 長養寺　 式辞 菅原宣彦　 読経 舎人経昭住職 （一社）日本寺院・仏閣研究会

2023年	 創立10周年記念会　功労者表彰

2025年	 新体制確立　理事改選　評議員会　 6月15日
	 ��代表理事・木又博美　 業務執行理事・名木浩一	

総務担当・小栗淑子　 渉外担当・榎本恒男　 財務担当・奈良徹也　 監事・戸崎昇 平石貴央

2026年 4月	 新本部開設　新事務所開設
2026年 6月	 評議員改選　新体制への移行すべて完了

国際水泳殿堂特別賞受賞の舎人会長夫妻と
ブルース・ワイゴ会長夫妻



第22回 世界選手権大会� 7・28～8・4　シンガポール

パリオリンピックから１年　　日本水泳界 復調の兆し

“選手の自覚”　“コーチ陣の円熟”　“選手団の結束”
銀メダル2　銅メダル1　入賞16種

見事、 復調の日本水泳陣　　素晴らしいコーチ陣　倉澤監督に賛辞見事、 復調の日本水泳陣　　素晴らしいコーチ陣　倉澤監督に賛辞

日本水泳連盟が日本大学に要請した倉澤利彰新競泳委員長・監督
日本選手権・代表選考会で大活躍の枚方 S・Sの太田 伸・ヘッドコーチ

日本水泳界の重鎮　平井伯昌・東洋大を軸としたコーチ陣はパリオリンピック惨敗の日本水泳界を一気に復調さ
せた。
　前回、福岡大会のコーチ陣に苦言を呈したが、テレビ観戦の中でも、選手団のまとまり、選手の表情が常に
明るく、その中心に倉澤監督がいた。水泳関係者として今回の世界選手権は心温まる素敵な大会だった。
　ロサンゼルスオリンピック新種目　50M背泳、平泳ぎ、バタフライ、自由形、日本選手得意種目「世界は簡
単に日本に勝たせない。と予測しました。」
　残念ながら一人も男子、難波：自由形、由良、松山：背泳ぎ、谷口、柳沢：平泳ぎ、田中、松元：バタフライ　女子、
高橋：背泳、期待の男子谷口 卓、女子の鈴木聡美、池江璃花子はすべて決勝に進出できませんでした。　世界
は強いのです。世界は早いのです。　� 文責　 菅 原 宣 彦

悔やまれたレース 
メダルに手が届いていた。

男子＝深沢大和　200平泳ぎ 6位
　　　西川我咲　400個人メドレー 4位
女子＝鈴木聡美　100平泳ぎ 4位
　　　平井瑞樹　100バタフライ 7位

競泳以外の活躍

OWS＝金 1　銅 1
アーティスティックスイミング＝チームフリー銅
水球＝女子史上初のベスト 8
飛び込み＝混合団体　銅
　　　　　玉井 高飛込は 6位

成田実生　400個人メドレー　銀メダル� 　「福岡、悔しかった」成田実生　400個人メドレー　銀メダル� 　「福岡、悔しかった」 松下知之　400個人メドレー　銀メダル�　「マルシァン、強かった」松下知之　400個人メドレー　銀メダル�　「マルシァン、強かった」

渡辺一平渡辺一平　200平泳ぎ　銀メダル　� 「え、どうして……」　200平泳ぎ　銀メダル　� 「え、どうして……」 村佐達也　村佐達也　200自由形　銅メダル　� 「どうだ、大まくり」200自由形　銅メダル　� 「どうだ、大まくり」



平井瑞樹　100バタフライ
沼田頼人　400個人メドレー
混合　400メドレーリレー
男子　400メドレーリレー

� ＊今福和志は800自由形で日本新記録樹立

金 4   銀 8   銅 6  獲得

世界ジュニア選手権� 7・21～8・21　ルーマニア・オトペニ

総合優勝　　 男子　豊川２連覇　　 女子　四條畷学園　初優勝

男子　 １ 豊川　 ２ 中京大中京　 ３ 四條畷学園 女子　 １ 四條畷学園　 ２ 日大藤沢　 ３ 豊川

第93回 日本高校選手権　インターハイ� 8・17～20　広島

森拓 海・国士舘大	 200，400個人メドレー 2冠
楠田夢乃・中央大	 200平泳ぎ

大学生のみの参加　チームジャパンで大健闘
金 3 　 銀 5 　 銅 7 　獲得

第32回 ワールドユニバーシティゲームズ� 7・17～8・23　ドイツ・ベルリン

大会新記録 8
　好記録に沸く

全国中学　インターミドル� 8・17～19　鹿児島

二杉琉花・伊丹東　
200バタフライ

平山 悠・東京 SC　
200，400個人メドレー

女子　MVP男子　MVP

総合優勝　男子　明治大学　 3 年連続10回目　　　女子　神奈川大学　 2 年連続 2 回目

松下知之・東洋 200 ,400個人メドレー 2冠、世界選手権メダリスト 成田実生・明治 200 ,400個人メドレー
村佐達也・中央 100 ,200自由形が共に 2冠　その実力を見せつけた。梶本一花も貫禄の 2冠。
松下知之 400個人メドレーで好記録、ほかに上川畑 栄・明治 バタフライ、西川我咲・東洋 個人メドレー
大蔵礼生・近畿 平泳ぎ、竹澤瑠珂・早稲田 自由形、加藤心富・早稲田 平泳ぎのレースが今後に期待。

総合　 優勝男子　明治　 2 位 中央　 3 位 中京　　女子優勝　神奈川　 2 位 早稲田　 3 位 中京

第101回 日本学生選手権大会� 9・4～7　東京アースティックスイミングセンター



　　　　　　　　2025年度 顕彰・受賞者決定� 選考委員会

コーチ功労賞
　太田 伸 先生　枚方 S・S

日本選手権の枚方 S・Sの選手の活躍、世界選手権のヘッドコーチ
国際大会の選手の活躍、日本高校女子初優勝の四條畷学園の総合初優勝
世界選手権OWS　梶本一花の金メダル、指導功績は枚挙にいとまなし

スイマー奨励賞
　小島 夢貴 様　豊川高校

中学生にも候補者多材、高校生でも大橋 信　平泳ぎ枚方 S・Sと最後まで激戦

　選考委員会は 3月の日本選手権大会：世界選手権代表選手選考会を皮切りに各種大会の戦績を資料にまと
め、 9月25日選考委員会を開催、選考委員会本部原案に選考委員全員の賛同を得たので、決定した。
　当財団選考委員会は特に「スイマー奨励賞」を重視、対象を中学生、次に高校生を対象に選出してきた。
第 1回今井 月、第 2回池江璃花子は中学生時代に記録、成績、将来性を考察し選出した。
　昨年度受賞の今福和志と今年度受賞の小島夢貴選手には2028年ロサンゼルスオリンピック出場を期し、
精進、琢磨を期待する。「スイマー奨励賞」の候補者が多く、夢が膨らんだ。

　本年は大賞・日本水泳特別功労賞の候補者の推薦がなく受賞者はありません。

敬称略公益財団法人 国際水泳殿堂・アジア 「シンポジウム」　　講演者・顕彰受賞者

基調講演 特別講演 大賞・水泳特別賞 コーチ奨励賞 スイマー奨励賞
2014年度 宮 下 充 正 小 沢 　 剛 宮 下 充 正 ○○ 藤 森 善 弘 ●● 今 井 　 月
2015年度 深 代 千 代 東 島 新 次 ※※ 石 井 　 宏 小 池 隆 治 ☆☆ ○○ ●● 池江  璃花子
2016年度 清 原 伸 彦 菊 浦 佑 介 ※※ 武 藤 芳 照・辞退�○○ ●● 加 藤 剛 志 ○○ 板 橋 美 波
2017年度 吉 岡 伸 輔 宮 川 美 哉 ※※ 馬渕  かの子 村上  二三也 ○○ 長谷川  涼香
2018年度 菊 浦 佑 介 菅 原 宣 彦 ※※ 清 原 伸 彦 竹 村 知 洋 ○○ 酒 井 夏 海
2019年度 菅原宣彦・東島新次 舎 人 経 昭 ※※ 金 子 正 子 茅 原 直 人 ☆☆ ○○ 玉 井 陸 斗
2020年度 ・・・ ・・・ ※※ 東 島 新 次 選考せず 選考せず
2021年度 ・・・ 菊 浦 佑 介 ※※ 大 崎 喜 子 ☆☆ ○○ ●● 馬 淵 嵩 英 ○○ ●● 寺 内 　 健
2022年度 ・・・ 井 村 雅 代 ※※ 井 村 雅 代 ○○ 下 山 好 充 ☆☆ 成 田 実 生
2023年度 菅 原 宣 彦 菊 浦 佑 介 舎 人 経 昭 ☆☆ 海老澤  雄介 ☆☆ 松 下 知 之
2024年度 菅 原 宣 彦 菊 浦 佑 介 ※※ 馬 淵 崇 英 選考せず 今 福 和 志
2025年度 舎 人 経 昭 東 島 新 次 選考せず 太 田 　 伸 小 島 夢 貴

※※：オリンピック出場 　●●：リオオリンピック出場 　○○：東京オリンピック出場 　☆☆：パリオリンピック出場

展示物A　スパンスイミング緑展示物A　スパンスイミング緑 加藤剛志コーチと金藤理絵選手加藤剛志コーチと金藤理絵選手



～往来・ニュース～

編集後記

スイミシグマガジシ社　編集長　桜間晶子氏に賛辞と感謝スイミシグマガジシ社　編集長　桜間晶子氏に賛辞と感謝

　スイミングマガジンは発刊時代から愛読、水泳関係者に必ず購読するよう勧めてきた一人です。日本水泳連盟競
泳委員会企画「全国水泳コーチ研修会」事務総長を務めた11年間、私が全会員に奨めたのが「スイミングマガジン」
です。当時の世界の水泳情報はアメリカの「ワールドスイミング」でした。
　はじめは決して褒められるマガジンでありませんでした。時を刻み大きく成長されました。
　「内容がいい」その理由は水泳に関する「情報の収集・分析」日本の有力紙のスポーツ担当記者のだれもが太刀打ち
できない最高の方である。別の角度で見れば共同通信社 菊浦佑介氏、私は菊浦佑介の水泳に関する情報収集、分析
に高い評価をしている。「大会のレース予想」が常に一致するからです。
　私の記憶、桜間編集長の最高の記事　福岡選手権大会後の記事で、「僭越ですが……」に始まる記事でした。私と
同感で、日本水泳連盟、競泳委員会、大会コーチの対する所見でした。
　毎月のスイミングマガジン、わたしが最初に目を通すのは「編集長の Column」Take Your Marks です。水泳に
興味のある方は“スイミングマガジン”をご購読下さい。
　長い水泳人生でした。来年は卒寿です。
　国際水泳殿堂・アジアの会報監修はこの 3月号が最後となります。感謝です。� Ｙ・Ｓ

第3代 スポーツ庁長官に河合純一氏就任 

　初代 鈴木大地・水泳　第 2代 室伏広治・陸上に次いでパラリンピック競泳男子視覚障害金メダリスト。全盲の政
府組織トップ異例。「スポーツがかけがえのないものだと思ってもらえる環境づくりに全力で取りくみたい」日本パ
ラリンピック委員会委員長は退任。

2026年 アジア大会・愛知　名古屋大会開催　1 年を切る

　2026年 9 月19日～10月 4 日開催　水泳競技は東京開催。

玉井陸斗選手 馬渕崇英コーチを訪問� 9 月15日

　パリオリンピック高飛込銀メダル獲得の馬渕崇英先生から、菅原先生
を滋賀国体にご招待。
　財団も日本水泳史上、日本初の銀メダル獲得の御祝いと28年ロサンゼ
ルスオリンピックへの期待と激励に、 9月15日草津におもむいた。

　馬渕崇英先生と菅原先生は、寺内 	
健選手が現役の時代から。加えて宝
塚ＪＳＳの馬渕会長、かの子コーチ
とは長年の友人としての交流、古い友人である。玉井陸斗選手は2019
年、14才にして、先輩 寺内 健選手より早く「スイマー奨励賞」を受賞。	
馬渕先生は2021年「コーチ奨励賞」寺内 健選手と共に受賞した。加えて
当財団 顕彰としては2024年「大賞・日本水泳特別功労賞」を受賞されて
いる。

サムエル会長 ご遺族が菅原先生を表敬訪問� 9月20日21日

　サムエル会長の令夫人、ローズメアリー・サムエルさんから連絡が入り、
「日本に行き、国際水泳殿堂・アジアを主人と共に作り上げたYOSHI に
会いたい」。残念ながらローズメアリーさんのお母様の体調不良で同伴予
定の孫、キャメロン・フリーズさんが来名。1997年の入堂式典を中心に、
写真を見ながら歓談した。ローズメアリーさんからYOSHI に心温まる
賛辞の親書をいただき感動しました。
　1997年の国際水泳殿堂担当、通訳を務めた菅原源文が同席。21日は熱
田神宮参拝はじめ、名古屋市内を案内、素敵な思い出の時間を過ごした。 木曽路・本店



財団の趣旨に賛同し、一般寄附・指定寄附会員として入会します（○を付けてください）

公益財団法人　国際水泳殿堂・アジア　会員受付宛

年　　　月　　　日

寄附会員入会申込書

  法人でお申し込みの方　金 額 　　　　　　　　円　　   個人でお申し込みの方　金 額 　　　　　　　　円　　
フ リ ガ ナ フ リ ガ ナ

法 人 名 個 人 名

フ リ ガ ナ フ リ ガ ナ

代 表 者 名 ご 連 絡 先

ご 住 所 〒 ご 住 所 〒

電 話 番 号 電 話 番 号
寄附会員につきましては税の優遇措置、寄附金控除（所得控除）、寄附金特別控除（税額控除）があります。

発行：公益財団法人　国際水泳殿堂・アジア　本部	 　名古屋市千種区天満通1－46		  TEL  ０５２－７１１－８２５５　 FAX  ０５２－７２１－９３０５

寄附会員募集   法人・個人� 事務取扱い　〒465-0008 名古屋市名東区猪子石原3-601 JSパラシオン101

○ 入 会 方 法
❶ 下記の申込書に必要事項をご記入の上、財団本部・事務取扱まで郵送・又は FAX にてお申込み下さい。
❷ 寄附会員：法人一口 100,000円 ・ 個人一口 10,000円

❸ 振 込 先　
　 一般寄附　三菱 UFJ 銀行　名古屋営業部　普通　２３１６１３７
　 指定寄附　三菱 UFJ 銀行　名古屋営業部　普通　０７４７１３５　指定寄附は一口 50,000円
		   口座名：公益財団法人　国際水泳殿堂・アジア

ＦＡＸ ０５２－７７９－００１０

2025年度　寄附会員への登録、お振込みについてのお願い。

当財団の運営は皆様のご厚情、ご芳志により運営され、公益事業を推進しています。
多くのご支援に、財団役員一同感謝にたえません。

寄附会員各位におかれましては昨年同様当財団に対し、倍旧のご支援、ご芳情をお願い申し上げます。
ご家族、ご友人、お引取先にも、ご情宣いただきますようお願い申し上げます。
従前の会員各位につきましては銀行振り込みのみにて、対応させていただきます。

当財団への寄附金につきましては公益財団として「所得控除」「税額控除」の優遇措置を受けております。
� : 府益担第450号 内閣総理大臣 安倍晋三：

～ ご芳情に心から感謝申し上げます ～� ◆ 2025年度　寄附会員
㈱TATSUMI

小 栗 淑 子

高 島 紘 代

榎 本 恒 夫

光田屋株式会社

石田司法事務所

前 野 妙 子

奈 良 徹 夜

舎 人 経 昭

佐 藤 正 和

（一社）日本寺院・仏閣研究会

鈴 木 行 満

伴 野 泰 申

㈱ カ ミ ヤ マ

伴 野 泰 申

岡 田 倫 代

小 栗 淑 子

稲 石 總 子

石 田 真 也

前 野 吏 星

沼 本　 浩

菅 原 宣 彦

（弁）アーヴェル

小 栗 淑 子

山 本 航 平

伴 野 典 子

アンブレラ株式会社

評議員会ドネーション

西 原 千 晶

（一社）日本寺院・仏閣研究会

池 田 浩 二

寺 沢 大 輔

大 高 え つ 子

遠 藤 高 明

木 又 博 美

㈱おおぞね会計

横 井 和

山 本 ま ゆ

陰 地　 豪

菅 原 宣 彦

舎 人 経 昭

丹 生　 文

舎 人 経 昭

川 村 俊 五

舎 人 経 昭

舎 人 経 昭

矢 野　 宏

名 木 浩 一

（医）ハンズ高知

船　 通 子

舎 人 き ぬ

睦 地 巧 輝

舎 人 経 昭

（医）ハンズ高知

徳 本 裕 子

戸 崎　 昇

磯 部　 正

㈱TATSUMI

舎 人 久 子

大 石 友 美

舎 人 久 子

平 石 貴 史

㈱サンフィズテック

天 満 幼 稚 園

㈱ カ ミ ヤ マ

菅 原 宣 彦

㈱プラスケア

佐 藤 美 代 子

㈱ス ウ イ ズ

菅 原 宣 彦

太 田 孝 彦

中 川 加 代

岩 瀬 弘 典

榎 本 恒 夫

㈱プラスケア

アンブレラ株式会社

（宗）長 養 寺

柴 田 明 宏

（医）優 心 会

優心トータルケア

宮 崎 朋 子

筒 井 タ カ ヤ

林　 佳 宏

戸 崎　 昇

松 本 教 雄

中 嶋　 清

奈 良 徹 也

木 又 博 美

前 野 英 樹

名 木 浩 一

㈱プラスケア
� 続きは次号にて


